
　自分たちの理想の婚約・結
婚指輪が思い通りにWEB上
で簡単にデザインできると話
題になっている。
　消費志向がモノからコトへ
移り変わるとともに、製作体
験を楽しめることから手作り
の結婚指輪が話題となって
いるが、その人気とともに、毎
日・長い時間身に着ける結婚
指輪として本来求められる品
質や強度、耐久性
を求める声が聞か
れ始めているほか、

デザインの自由度などが限
られることが課題となってき
ていた。
　そんな中で注目されている
のが、品質の高いジュエリー
製作で世界的に評判の高い
ドイツ・ジュエリーマイスター
が作る高品質の婚約・結婚
指輪をWEB上で簡単にデ
ザインでき、既に世界16カ国で展開さ
れているドイツのジュエリーブランド「ア
クレード」の日本初のフラッグシップが

3月25日、銀座にオープンしたことだ。
　コロナ禍の影響によりオープン後の
客足が心配されたが、アクレード銀座
の店長、鈴木徳一氏は「この1カ月の
間、予想以上に予約が入り忙しい日々
を送っています」と答えているように、
順調なスタートを切っており、近年で
は台湾、香港、韓国を中心に人気のブ
ランドとなっている。本国ドイツでは
50数店舗展開中だ。
　アクレードの指輪は、ドイツで80
年以上続くジュエリーメーカーegf
社が手掛けており、高い耐久性と心
地よい着け心地、傷が付きにくいと
される鍛造製法を採用している。ドイ
ツで長年鍛えられた熟練のマイス
ターによる技術と最先端のテクノロ
ジーを融合させ、高品質の指輪を
egf社が製作。世界的な有名ブラン
ドのジュエリー製作にも携わっており、
本物志向のユーザーにぴったりのグ
ローバルブランドである。

　また、その
高 いジュエ
リー マイス
ターの技術を
余すことなく
表現できるの
が 、ジ ュ エ
リー マイス
ターが目の前
にいるかのよ
うにさえ感じ
てしまうほど

に細かなデザインが可能となる独自の
リングデザインシステムだ。
　システムと聞くと機械的でその魅力が

半減されてし
まうと考えがち
だが、それを補
うのが店舗に
常駐するリン
グアドバイザー
である。リング

アドバイザーは、指輪に込めたい想いを
カタチにするサポートを行っていく。
　世界共通の店内の陳列棚には、アク
レード銀座オリジナルをはじめとした多
数のサンプルが用意され、実際にサン
プルを見ながら、触りながら理想の指
輪を追い求めることができる。他ブラン
ドと比較しても種類の多さは飛び抜け
ている。素材や表面加工、サイズやデザ
インなどの基本的な部分はもちろんの
こと、指に触れた時の感覚にダイレクト
に影響する断面形状を数十種類から

選べること
は特筆す
べき点に
なる。
　指輪の
イメージか
らデザイン
選別、断面
形状、素材
選び、表面
アレンジ、

ダイヤモンドのセッティング、手書きや
指紋など自由にカスタマイズできる刻
印選びなどを
豊富なサンプ
ルから選び抜く
作業は時間が
掛かるものだ
が、アクレード
の場合はサン
プルを探しに席を立つことなく、オー
ダー画面を見ながらその場で行えるの
も大きなメリットの一つ。いくつもの理
想（設定）をボタン一つで瞬時に変えら
れ、何度でも何回でも自由に試すこと
ができ、いつでも簡単に比較できるの
で、少しも妥協することなく自分たちの
理想の指輪を追求できることが最大の
魅力であろう。また、理想（設定）を変え
るたびに、地金相場に合わせた価格が
瞬時に変わる透明性から大きな安心
感に繋げることが可能となっている。
　更にegf社は、世界の名だたるジュ
エリー工房が集まるドイツのフォルツハ
イムで強豪と伍して成長し続けている。
環境や社会に配慮した企業にだけ与

えられる審査の厳しいR J C認証
（Responcible Jewellery Council：
責任あるジュエリー協議会）も取得し
ている企業であり、倫理的なものづくり
が保証され、国際目標となっている
SDGsの達成も目指している。
　そのような観点から、生産背景の透
明性や高い質が保証された安心・安
全にこだわり抜いたダイヤモンドルース
を提供していることも重要なことだ。採
掘後の原石が、どのように磨かれ完成
したのか、採掘から宝石になるまでの
明確な流通経路が辿れる「ダイヤモン
ドジャーニー」付きのダイヤモンドを紹
介。また、この「ダイヤモンドジャーニー」
付きの全てのダイヤモンドには、サリネ
社が世界で初めて開発した「輝き」を
光学的に分析し、数値化する鑑定シス
テムで証明された最高ランクの美しい
輝きを放ち希少となる「Ultimate3」の
証明が付く。
　コロナ禍によって様々なことが変化
しているが、婚約・結婚指輪がもたらす
人の幸せや喜び、家族の絆、永遠の愛
を求める象徴としての役割はいつの時

代も同じである。
ただ、提供する
仕組みや方法が
時代に適したも
のに変化してい
くのと共に、常に
婚約・結婚指輪

としての本物の価値の提供を業界が求
めていかなければならない。それを体
現しているのが、「アクレード銀座」を
オープンさせた㈱ホッタであり、創業以
来142年守り続けている「時代が変
わっても価値を失わない本物をお届け
すること」、「時代変化を超えてお客様
満足に応え続けていく」というホッタの
企業姿勢の賜物である。
　今後の計画としては、直営店の出店
と地方パートナーを探して全国展開を
目指していく。
◇アクレード銀座＝東京都中央区銀
座6-5-8 1階、TEL03-5962-8780（定
休日：水曜）／㈱ホッタ（堀田峰明社
長）＝東京都中央区築地5-6-4。

　最適な技術とノウハウで新しい眼鏡
の価値を創造する、眼鏡工具・眼鏡関
連商品の製造・販売を営む㈱サンニシ
ムラ（大阪市阿倍野区、上阪優子社
長）は、眼鏡工具、眼鏡機器、アクセサ
リー、調整・修理・加工など頑強に関す
るあらゆるニーズに応えるべく3900種
類以上の幅広い商品を展開している
が、このほど、更なる良い商品の開発に
向け、「第1回 サンニシムラ“こんなの
あったらいいのに！”大賞」が開設さ
れ、日頃から「こんなのあったらいいの
にな」というアイデアを業界内外に広く
募集を掛け、その中から商品化及び販
売へと繋ぐ企画がスタートされた（必
ず商品化・販売することを約束するも
のではない）。
　この一年で新しい生活様式がス
タートし、生活スタイルやショッピング
方法などが多様化する中で、「こんなの
が欲しい」という新しい需要が生まれ
ているはず。また、眼鏡ユーザーだけで
はなく、日頃の社内業務から販売に至
るまで、工具や機器、グッズなどによる
快適な環境に整えていくことによって、
メガネ需要を更に伸ばしたいというサ
ンニシムラの想いを込めた企画になっ
ているので気軽
に応募したい。
　景品も豪華。
グランプリは「松
阪牛すき焼き
500ｇ」（1名）、
準グランプリに

は「ボイルずわいがに
姿約400ｇ×2尾」（1
名）、アイデア賞は「ボ
ン・ブーシェパイ&タ
ルト10個」（1名）、同
じ内容の場合は抽選
による重複賞として

「Quoカード1000円分」（複数）、参加
者全員に参加賞として「マーカーペン
のステッドラー」という賞品が準備され

ている。
　募集締め切りは6月30日の到着分ま
で。応募点数は何点でも可能。発表は
8月31日、サンニシムラのオフィシャル
ウェブサイトで発表する。
　応募方法は、応募用紙に図やイラス
ト、画像、文章だけなど、できるだけ詳
しく分かりやすい説明で表現すること。
宛先はFAX：0 6 - 6 6 2 4 - 0 5 3 5、
E-mail：award@san-nishimura.-
co.jp、郵送：大阪市阿倍野区長池町
15番13号の3通り。会社名、住所、電
話番号、担当者名を添えて送ること。
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サンニシムラ

オーダーメイドの「アクレード銀座」
第1回「こんなのあったらいいのに！大賞」
あなたのアイデアで業界を盛り上げよう

WEB上で簡単にデザインできると話題

募集期間6月30日まで
ー全員もらえる「参加賞」ありー
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　新年度に入り、3度目の緊急事態宣言が出ましたが、イベントや新作発表会など本格始動に向けて動き始めていま
す。まだまだWithコロナとして油断できませんが、それと同時に様々な新たな取り組みが開始されています。勝ち残るこ
とが大事ですが、市場拡大、透明性ある流通、適正価格、正しい情報開示を目指すなら業界が一丸となることもまた
大切です。まずは声を上げることがその第一歩です。業界に対する疑問や提案をお待ちしています。匿名でも構いませ
ん。投稿は、FAX:03-3833-1717、メール: hayato@carol.ocn.ne.jpまで。
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